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1. はじめに 通信技術が発達する前に比べ、遠距離恋愛がう

まくいくようになったのではないか、と仮定できる。 情報通信技術の発展と普及により、携帯電話やイン

ターネットなどのITの利用が交通主体の活動スケジ

ューリングに影響を与えており1)2)、人々のコミュニケ

ーション行動は、近年大きな変化を遂げている。電子メ

ールは多様で大量の情報伝達を可能にし、携帯電話は

時空間の制約を受けずリアルタイムのコミュニケーション

を可能にしている。このことは、情報収集の時空間制

約の緩和とコミュニケーションのアクセシビリティ

の増加を意味し、今後交通の動的意思決定がますま

す活発になることが予想され、動的な交通需要予測

の必要性が高まると考えられる。このような通信環

境の急速な変化による人々のライフスタイルの変化

を把握することは、IT時代における都市のあり方を

再検討する上で重要な要素であるものと考えられる。

また、これまで通信と交通の代替・補完関係に着目

した研究は数多く行われているが、特定の人間関係

に限定した個人間のコミュニケーションを詳細に分

析した研究は少ない。 

表1.現代にみる遠距離恋愛の通信手段・会う頻度・連絡頻度 

 

本研究では、特に遠距離恋愛カップルのコミュ

ニケーション行動に着目し、詳細な通信・活動につ

いての生活行動調査を行い、生活行動における通信

の位置づけ・役割について分析する。 

 

2. 調査概要 

調査は2002年6月22(日)~26日(水)にかけて行った。

調査対象者は、表2に示すようにそれぞれ異なる都

市で生活する2組の遠距離恋愛カップルである。詳

細な通信・活動履歴を分析するという研究内容を正

確に被験者へ伝えた上で調査を行った。 既存の調査結果4)5)から遠距離恋愛カップルの通

信行動について整理する(表1)。遠距離恋愛カップ

ルにおける通信手段は、携帯電話が電話（固定電

話）の2倍であり、それ以外の手段(手紙,FAX)など

は極めて少ない。また、7割のカップルがほぼ毎日

交際相手と通信している。会う頻度としては、「月

に一回程度」と「3ヶ月に一度程度」で全体の半数

を占めている。通信技術が発達した現在では昔と比

べてコミュニケーション手段が豊富にあることから、 

表2.調査対象者の属性 

 彼氏  彼女  
カップルA 名古屋 大学院生 横浜 大学院生 
カップルB 名古屋 社会人 東京 大学院生 

対象期間5日間の全ての情報通信利用について、

利用時刻、通信手段（電話,携帯電話,携帯ﾒｰﾙ, iﾓｰ

ﾄﾞ, E-mail,Web）、通信相手（交際相手,親,友人,

教授,知人,その他）、受信・発信、内容、移動中か

そうでないか、を被験者全員に記録してもらった。 

 

 

 

 

 

                                             
 

対象期間5日間の自分の活動内容、開始・終了時

刻、活動場所および移動を時間軸に沿って記録して

もらった。同時に通信（電話,携帯電話,携帯ﾒｰﾙ,iﾓ

ｰﾄﾞ,E-mail,Webのうちいずれか）により得られた情

報と、日頃の認識から、交際相手の活動ダイアリー
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(活動内容、開始・終了時刻、活動場所)を予想して

記録してもらった。 

PHS位置情報システムの機能を有する小型端末PE

AMONを携帯し、5分間隔で行動軌跡データを収集し

た。 

表3.調査概要 

調査項目 内容 
1.情報通信

ダイアリー 
 

利用時刻,通信手段（電話,携帯電話,携帯ﾒｰﾙ,iﾓｰ
ﾄﾞ,E-mail,Web）,通信相手（交際相手,親,友人,教
授,知人,その他）,受発信,内容,移動 

2.活動ダイ

アリー 
活動内容,開始終了時刻,活動場所,移動 
交際相手の活動内容,開始・終了時刻,活動場所 

3.PHSデータ 5分間隔で取得する位置情報システム 

 

 

3. 通信利用の分析  

(1) 通信利用回数 

表4-6では、5日間合計の通信相手別回数,通信手

段別回数を示す。彼氏は、主に携帯電話と携帯メー

ルを利用しており、彼女はE-mailなども頻繁に利用

している。カップルA,B共に、ほぼ毎日携帯電話も

しくは携帯メールで連絡をとりあっている。 

表4.通信相手別(回数) 
通信相手別 A 彼氏 A 彼女 B 彼氏 B 彼女 

受信 3 6 14 16 交 際

相手 発信 6 3 16 14 

自宅 1 6 0 3 

友人 12 7 3 39 

仕事・大学 0 16 0 64 

事務 0 4 0 4 

その他 0 3 0 7 

表 5.通信手段別(回数) 

通信手段別  A 彼氏 A 彼女 B 彼氏 B 彼女 

電話 0 0 0 1 

受信 2 4 7 4 交

際

相

手 
発信 4 2 4 7 

携帯

電話 

 

それ以外 11 1 0 15 

受信 1 2 7 12 交

際

相

手 
発信 2 1 12 7 

携帯

メー

ル 

それ以外 2 13 3 41 

E-mail 0 17 0 61 

WEB 0 5 0 0 

  

(2)一日の全通信における交際相手との通信率 

交際相手との通信率（=交際相手との通信回数/一

日の全通信回数）について5日間を通して考察する

と、彼氏と彼女では通信率に差があることが分かる

(図1)。カップルA.B共に彼氏は彼女以外にあまり通

信していないため、彼氏における彼女との通信割合

は高い。これに比べ、彼女は彼氏以外に友人や先輩、

知り合いとも頻繁に通信していることから、彼女に

とっての彼氏との通信割合は低い。従来の調査では、

通信相手や通信手段を分析することは可能でも特定

の個人間に注目して互いの通信割合を比較すること

は困難であった。このように分析することで、通信

率を両者から考察することができる。 

 

 

図 1. 一日の全通信回数のうち交際相手との通信率 

 

(3)交際相手とそれ以外の通信相手との比較 

図2-3に示す全情報通信履歴では、利用時刻,通

信手段（携帯電話,携帯ﾒｰﾙ,E-mail,Web）,携帯電話

と携帯メールについては通信相手（交際相手-受発

信,それ以外）を示す。 

カップル A の場合、通信時刻に関して規則性は

見られないが、カップル B の場合、土日(22-23)以

外の平日では、それ以外の通信相手と比較して交際

相手との携帯電話による通信時刻は夜(21:00-24:00)

に通信時間が固定されている。 

 

交際相手との携帯電話(受信) 

交際相手との携帯電話(発信) 

それ以外との携帯電話 

交際相手との携帯メール(受信) 

交際相手との携帯メール(発信) 

それ以外との携帯メール 

E-mail 
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図 2.カップル A(上：彼氏,下:彼女)の全通信時刻分布 
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時間  

時間  

時間  

時間  

4.活動予測の分析 日  

(1) 活動ダイアリー 

図4に示す活動ダイアリーはカップルA彼氏(6月2

5日)のデータである。①実際の活動（自宅,移動,外

出）,②交際相手が予想した活動(時刻),③交際相手

が予想した活動(時刻)が実際の活動と一致した時間

帯,④交際相手が予想不可能として「不明」と記し

た時間帯を示す。 
① 実際の活動 ②交際相手

が予想した

活動 

③交際相手

が予想した

活動が実際

の活動と一

致した時間

帯 

④交際相手

が予想不可

能 と し て

「不明」と

記した時間

帯 

 

日  

日  

図 4.活動ダイアリーの概要 

(2)予想的中率と不明率,予想はずれ率 

「予想的中率」とは、交際相手が予想した活動内容

と時刻が実際の本人の活動内容と時刻に一致してい

る割合を示す。また、「不明率」とは、一日のうち

交際相手の行動を「不明」と記した割合を示す。

「予想はずれ率」とは、交際相手が予想した活動内

容と時刻が実際の本人の活動内容と時刻に一致しな

かった割合を示す。 

日  

表7.予想的中率と不明率の定義 

1)予想的中率 予想的中率(%)= 
交際相手が示した予想と実際の活動内容およ

び時刻が一致した合計時間/24時間(h) 
2)不明率 
 

不明率 (%)=交際相手が「不明」と記した合

計時間/24時間(h) 
3)予想はずれ

率 

予想はずれ率(%)= 
交際相手が示した予想と実際の活動内容およ

び時刻が一致しなかった合計時間/24時間(h) 
図 3.カップル B(上：彼氏,下:彼女)の全通信時刻分布 



5日間通して分析を行うと、予想的中率の割合は

低く不明率の割合は高いことが分かる（表8-9）。

ほぼ毎日連絡を取り合っているが、実際には大学に

行っている以外の活動は予想されていなかったり、

交際相手が予想できた活動内容でも時間帯が一致し

ていないことが多い。しかし、基本的な生活リズム

やパターン（大学に居る時間帯・就寝時間・仕事な

ど）に関しては予想できていた。 

(3)被験者の反応 

はじめの調査からおよそ一ヵ月後にあたる7月13

日～7月16日に,生活行動調査から得られたデータを

整理し、被験者に理解しやすくするため、各日の分

析結果(活動ダイアリー,交際相手の予想した活動ダ

イアリー,交際相手との通信割合,受信・送信割合,通

信手段別利用割合など)に,5段階の満足度評価欄,コ

メント欄を加えたものを被験者全員に送付した。予

想的中率に対する満足度,理由を記入してもらった

ところ表8に示されるような返答が得られた。 

また、本調査に対するコメントを表10に示す。 

 

表8.予想的中率,不明率,予想不的中率(カップルA) 

カップ

ル A 

 22 

(土) 

23 

(日) 

24 

(月) 

25 

(火) 

26 

(水) 

的

中

率 

20% 2% 32% 26% 0% 

不

明

率 

73% 93% 68% 73% 100% 

彼氏の

実際活

動に対

して彼

女が示

した 

は

ず

れ 

7% 5% 0% 1% 0% 

彼氏の 

満足度 

やや満足 やや不満

足 
どちらで

もない 
どちらで

もない 
やや不満

足 

理由 相手の行

動をよく

分かって

いなかっ

たから。 

自分、寝

すぎてい

る。 

まぁ、だ

いたい当

たってい

る。 

俺は、大

学行って

いること

しか、知

らないの

だなぁ。 

いや、あ

いつ、本

当に大学

しか行っ

て な い

な。 

的

中

率 

8% 26% 30% 21% 21% 

不

明

率 

80% 66% 66% 76% 46% 

彼女の

実際活

動に対

して彼

氏が示

した 

は

ず

れ 

12% 8% 4% 3% 33% 

彼女の 

満足度 

やや不満 どちらで

もない 

どちらで

もない 

やや不満

足 

やや満足

理由 相手の記

入の仕方

が適当だ

から。 

なかなか

当たって

い る け

ど、研究

室にはも

っと長く

いるよ。 

昨日と同

じだ。 

なんで、

大学が短

いのだろ

う。たく

さん電話

してたは

ず な の

に。 

彼、寝す

ぎ！帰宅

時間が当

たってい

る。 

表9.予想的中率,不明率,予想不的中率(カップルB) 

カップル B  22 

(土) 

23 

(日) 

24 

(月)

25 

(火)

26 

(水)

予 想 的

中率 

62% 29% 3% 0% 2% 

不明率 37% 69% 92% 100% 92%

彼 氏 の 実 際 活

動 に 対 し て 彼

女が示した 

予 想 は

ずれ率 

1% 6% 5% 0% 6% 

予 想 的

中率 

17% 29% 41% 0% 0% 

不明率 78% 64% 53% 100% 100%

彼 女 の 実 際 活

動 に 対 し て 彼

氏が示した 

予 想 は

ずれ率 

5% 7% 6% 0% 0% 

  

表 10. 本調査に対する被験者からのコメント 

彼氏のコメント 自分や相手の行動通信、またその理解などが

データとしてビジュアル化されているのは面

白く、いろんなことを再認識できた。 

俺は彼女ばかりと連絡を取っているけど、彼

女はほかにもたくさん通信をしていた。 

彼女のコメント あまり、相手の行動を把握しておらず,知ら

ないことだらけだった。 

頻繁に電話しているのにお互いの行動を把握

していない。しかし、お互いあまり気にしな

い。 

 

5. まとめ 

本研究では、遠距離恋愛カップルを対象として

通信利用が及ぼす生活行動への影響に着目した基礎

的調査・分析を行った。通信利用の分析により、通

信相手が交際相手とそれ以外の人との通信手段や時

刻には違いが見られ、彼氏は全通信回数における彼

女の割合が高いが、彼女は全通信回数における彼氏

の割合が低い。活動予想の分析により、予想的中率

よりも不明率の方が高く、満足度の評価は予想的中

率の高さよりも的中内容に関係が見られた。今後の

展開として、サンプル数を増やして調査することを

計画している。具体的には、近距離のカップル・同

棲しているカップルの行動調査・分析を加え、通信

と生活行動の関係を都市や交通とリンクさせた分析

を行い、情報通信と生活行動の関係について考察を

深めたい。 
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